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昨
年
末
、
中
国
審
計
署
（
日
本

の
会
計
検
査
院
に
あ
た
る
）

が
政
府
債
務
の
実
態
を
公

表
し
た
。
正
規
の
銀
行
を
介
さ
な
い
影
の

銀
行
の
取
引
急
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中

で
、
審
計
署
は
昨
年
８
月
初
に
調
査
を
開

始
、
11
月
の
党
三
中
全
会
の
前
後
に
も
そ

の
結
果
が
公
表
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
12
月
末
に
ず
れ
込

ん
だ
。
市
場
関
係
者
の
間
で
は
、
把
握
さ

れ
た
地
方
債
務
額
が
中
央
政
府
の
想
定
し

て
い
た
規
模
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
た
め

で
は
な
い
か
と
の
臆
測
が
飛
び
交
っ
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
50

％
超
に

　

発
表
に
よ
る
と
、２
０
１
３
年
６
月
末
、

政
府
が
直
接
返
済
義
務
を
負
っ
て
い
る
債

務
総
額
は
20・７
兆
元
（
約
３
５
０
兆
円
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
40
％
）、政
府
が
支
払
い
を
保

証
し
て
い
る
も
の
、
問
題
が
生
じ
た
場
合

に
お
そ
ら
く
政
府
が
救
済
す
る
必
要
が
あ

る
債
務
を
含
め
る
と
30
兆
元
強
で
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
50
％
を
優
に
超
え
る
。

　

う
ち
地
方
債
務
は
17
・
９
兆

元
、
11
年
に
審
計
署
が
発
表
し

た
10
年
末
の
数
値
は
10
・
７
兆

元
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
２
年

半
で
倍
近
く
増
加
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

今
回
地
方
政
府
の
調
査
対
象

範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
必

ず
し
も
両
数
値
に
連
続
性
は
な

い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
急
拡

大
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　

地
方
債
務
17
・
９
兆
元
の
う
ち
、
地
方

政
府
が
資
金
調
達
の
た
め
設
立
し
た
投
資

目
的
会
社
で
あ
る
地
方
融
資
平
台
を
通
じ

る
も
の
が
約
７
兆
元
（
債
務
全
体
の
39

％
）、お
そ
ら
く
平
台
を
整
理
す
る
政
策
を

受
け
て
い
く
つ
か
の
平
台
が
閉
鎖
さ
れ
、

そ
の
債
務
が
国
有
企
業
の
債
務
に
振
り
返

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
10
年
末
（
５

兆
元
、
46
％
）
に
比
し
シ
ェ
ア
は
下
が
っ

て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
平
台
が
最

大
の
資
金
チ
ャ
ン
ネ
ル
だ
。

　

調
達
さ
れ
た
資
金
の
大
半
は
収
益
性
の

乏
し
い
公
共
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
不
動
産
開

発
に
振
り
向
け
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度

の
収
益
が
見
込
ま
れ
る
交
通
運
輸
関
連
は

全
体
の
25
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　

14
年
中
に
期
限
の
到
来
す
る
債
務
が
全

体
の
20
％
の
３
・
６
兆
元
、
そ
の
後
15
年

に
16
％
、
16
年
に
11
％
が
償
還
期
限
を
迎

え
る
。
な
か
で
も
地
方
政
府
が
直
接
返
済

義
務
を
負
っ
て
い
る
債
務
の
60
％
以
上
は

今
後
３
年
以
内
に
償
還
期
限
を
迎
え
る

（
14
年
に
全
体
の
22
％
、15
〜
16
年
に
同
40

％
）
こ
と
か
ら
、
地
方
政
府
に
対
す
る
当

面
の
返
済
圧
力
は
強
い
。

世
界
比
で
は
低
い
水
準

　

た
だ
、
中
国
の
政
府
債
務
は
、
以
下
の

点
か
ら
な
お
必
ず
し
も
政
府
が
破
綻
状
態

に
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
リ
ス
ク
が
目
前
に

迫
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な

い
。

　

第
一
に
、
国
際
比
較
で
見
た
場
合
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
統
計
）、中
国
の
一
般
政
府
債
務
の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
13
年
22
・
９
％
で
、
欧
米
先

進
国
（
平
均
１
０
８
％
）
は
も
と
よ
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
（
68
％
）
や
イ
ン
ド
（
67
％
）

と
い
っ
た
他
の
新
興
国
と
比
べ
て
も
な
お

十
分
低
い
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
統
計
は
政
府
が
直
接

開発が支えてきた成長が終わる時（広州）
Bloomberg

大
膨
張
す
る
中
国
の
地
方
債
務

改
革
圧
力
に
し
た
い
政
府
の
苦
悩

昨
年
末
、
つ
い
に
中
国
政
府
が
地
方
政
府
債
務
の
総
額
を
明
ら
か
に

し
た
。
わ
ず
か
２
年
半
で
倍
増
し
た
原
因
は
何
か
。
制
御
可
能
な
の

か
、
崩
壊
の
予
兆
な
の
か
。

金か
な
も
り森　

俊と
し
き樹

（
大
和
総
研
常
務
理
事
）

中国の政府債務の推移� （兆元）

債務の形態 2010年末 12年末 13年
6月末

中央政府

直接債務 6.8 9.4 9.8

保証等の間接債務 − 2.5 2.6

計 6.8 11.9 12.4

地方政府

直接債務 6.7 9.6 10.9

保証等の間接債務 4.0 6.3 7.0

計 10.7 15.9 17.9

合計債務 17.5 27.8 30.3
（出所）中国審計署、中債資信より作成
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返
済
義
務
を
負
っ
て
い
る
債
務
を
中
心
に

国
際
比
較
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
審

計
署
の
数
値
で
見
て
も
な
お
国
際
的
に
低

い
水
準
だ
。

　

第
二
は
フ
ロ
ー
面
だ
。
地
方
政
府
の
歳

入
を
見
る
と
、
14
年
全
国
財
政
収
入
見
込

み
14
・
４
兆
元
の
う
ち
約
半
分
強
の
７
・

５
兆
元
が
地
方
分
と
な
り
、
こ
れ
に
地
方

政
府
性
基
金
収
入
（
土
地
収
用
に
伴
う
出

譲
収
入
が
大
半
）
を
３
兆
元
と
堅
め
に
見

積
も
り
（
10
年
以
降
の
最
低
値
は
３
・
２

兆
元
）、さ
ら
に
中
央
か
ら
の
移
転
収
入
を

仮
に
13
年
と
同
じ
４
・
５
兆
元
と
仮
定
す

る
と
、
歳
入
合
計
は
15
兆
元
、
14
年
に
償

還
が
到
来
す
る
３
・
６
兆
元
の
４
・
２
倍

の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
（
以
上
の
数
値
は

１
月
２
日
付
『
新
浪
財
経
』
に
よ
る
）。

　

第
三
に
ス
ト
ッ
ク
面
、
す
な
わ
ち
政
府

の
資
産
面
も
見
る
必
要
が
あ
る
。
12
年
末

時
点
の
中
央
・
地
方
政
府
全
体
の
保
有
資

産
は
１
７
８
兆
元
、
流
動
性
の
低
い
土
地

資
源
を
除
い
て
も
１
２
８
兆
元
、
地
方
政

府
分
は
不
明
だ
が
、
傘
下
の
金

融
・
非
金
融
部
門
の
国
有
企
業

に
は
約
38
兆
元
の
資
産
が
あ

る
。
こ
れ
ら
企
業
の
負
債
22
・

８
兆
元
を
上
回
る
数
値
だ
（
以

上
の
数
値
は
13
年
12
月
30
日
の

豪
Ａ
Ｎ
Ｚ
銀
行
リ
サ
ー
チ
推
計

に
よ
る
）。

　

こ
の
よ
う
に
国
際
比
較
、
フ

ロ
ー
、
お
よ
び
ス
ト
ッ
ク
の
数

値
を
見
る
限
り
で
は
、
地
方
政

府
債
務
は
な
お
十
分
制
御
可
能
な
水
準
に

あ
り
、
部
分
的
・
地
域
的
に
流
動
性
リ
ス

ク
が
発
生
す
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、

直
ち
に
全
面
的
な
デ
フ
ォ
ル
ト
が
起
こ
る

よ
う
な
話
で
は
な
い
。

想
定
す
べ
き
は
短
期
リ
ス
ク

　

た
だ
し
、
各
種
数
値
上
は
以
上
の
通
り

と
し
て
も
、
あ
り
得
る
リ
ス
ク
と
問
題
の

根
源
は
十
分
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ

う
。
ま
ず
短
期
的
に
は
金
利
の
動
向
だ
。

　

中
国
で
は
昨
年
６
月
、
イ
ン
タ
ー
バ
ン

ク
市
場
で
“
銭
荒
”（
マ
ネ
ー
が
不
足
）
と

呼
ば
れ
る
資
金
の
逼ひ
っ
ぱ
く迫

か
ら
短
期
金
利
が

急
騰
し
た
が
、
年
末
に
も
再
び
同
様
の
状

況
が
生
じ
る
な
ど
、
全
般
的
に
流
動
性
に

対
し
市
場
が
敏
感
に
な
り
、
金
利
上
昇
圧

力
が
続
い
て
い
る
。

　

短
期
金
利
の
代
表
的
指
標
で
あ
る
７
日

物
レ
ポ
金
利
で
見
る
と
、
昨
年
１
〜
６
月

初
は
平
均
３
・
３
％
だ
っ
た
が
、
６
〜
７

月
は
６
・
６
％
に
上
昇
、
そ
の
後
や
や
落

ち
着
い
た
が
、
７
〜
12
月
を
通
し
て
見
る

と
４
％
を
大
き
く
超
え
る
水
準
に
あ
る
。

　

人
民
銀
行
の
公
開
市
場
操
作
や
昨
年
１

月
か
ら
導
入
さ
れ
た
短
期
流
動
性
オ
ペ

（
Ｓ
Ｌ
Ｏ
）も
一
時
的
に
金
利
上
昇
を
抑
え

る
効
果
し
か
見
ら
れ
ず
、
オ
ペ
を
停
止
す

る
と
再
び
金
利
が
上
昇
す
る
構
図
が
続
い

て
い
る
。
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
（
M2
）
は
、

13
年
末
残
高
で
１
１
０
・
65
兆
元
（
前
年

比
13
・
６
％
増
）
と
年
目
標
値
の
13
％
を

上
回
る
高
い
伸
び
を
続
け
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
市
場
で
“
銭
荒
”
の
声
が
絶

え
な
い
の
は
何
故
か
。

　

①
６
月
、
12
月
は
、
四
半
期
ご
と
、
お

よ
び
年
末
に
、
銀
行
が
各
種
指
標
基
準
を

満
た
す
た
め
資
金
需
要
を
増
加
さ
せ
た
と

い
う
季
節
的
要
因
、
②
一
般
的
に
イ
ン
タ

ー
バ
ン
ク
で
の
資
金
の
取
り
入
れ
と
貸
し

出
し
に
期
間
の
“
錯
配
”（
ミ
ス
マ
ッ
チ
）

が
あ
り
、
こ
れ
が
銀
行
の
流
動
性
に
対
す

る
脆ぜ
い
じ
ゃ
く
弱
度
を
高
め
て
い
る
、
③
通
常
の
公

開
市
場
操
作
の
対
象
行
は
48
行
で
あ
る
の

に
対
し
、
Ｓ
Ｌ
Ｏ
の
対
象
は
現
在
、
基
本

的
に
資
金
繰
り
に
余
裕
の
あ
る
大
手
12
行

に
限
ら
れ
て
い
る
、
④
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク

市
場
で
の
金
利
が
高
い
ほ
ど
、
資
金
の
出

し
手
で
あ
る
大
手
行
は
収
益
が
上
が
る
仕

組
み
に
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
金
利
上
昇

を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
─
─
な
ど
が
指

摘
で
き
る
。

　

現
在
、
預
金
準
備
と
し
て
人
民
銀
行
に

預
け
た
資
金
の
金
利
は
１
・
62
％
、
預
金

金
利
コ
ス
ト
は
２
・
５
％
と
銀
行
か
ら
見

れ
ば
逆
ざ
や
で
、
こ
の
ロ
ス
を
イ
ン
タ
ー

バ
ン
ク
金
利
の
上
昇
で
補
う
形
だ
。

　

短
期
金
利
上
昇
は
い
ず
れ
長
期
金
利
に

波
及
し
、
景
気
を
政
府
の
想
定
以
上
に
減

速
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
内
外
金
利

差
が
一
層
拡
大
し
外
か
ら
の
資
金
流
入
が

加
速
、
人
民
元
に
さ
ら
に
上
昇
圧
力
が
か

か
る
こ
と
も
、
景
気
に
と
っ
て
は
悪
材
料

だ
。緊

縮
も
緩
和
も
怖
い

　

し
か
し
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
現
下
の

“
銭
荒
”、
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る

金
利
上
昇
は
、
地
方
債
務
問
題
の
裏
側
で

生
じ
て
い
る
現
象
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

250

200

150

100

50

0

（％）

日
本
ギ
リ
シ
ャ

イ
タ
リ
ア

ポ
ル
ト
ガ
ル

米
国
ス
ペ
イ
ン

フ
ラ
ン
ス

英
国
カ
ナ
ダ

ド
イ
ツ

ブ
ラ
ジ
ル

イ
ン
ド
南
ア
フ
リ
カ

中
国
ロ
シ
ア

図1　一般政府債務対GDP比（2013年）

（出所）IMF World Economic Outlook Databases 2013より作成
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地
方
債
務
急
増
の
背
後
に
は
、
大
量
の

資
金
が
融
資
平
台
な
ど
を
通
じ
て
効
率
が

悪
く
リ
ス
ク
も
高
い
不
動
産
関
連
に
向
か

っ
て
バ
ブ
ル
的
状
況
を
発
生
さ
せ
て
お

り
、
マ
ネ
ー
が
金
融
体
系
の
中
で
い
わ
ば

空
回
り
し
、
実
体
経
済
を
押
し
上
げ
る
力

と
な
る
企
業
、
特
に
中
小
企
業
に
向
か
っ

て
い
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　

バ
ブ
ル
的
な
状
況
下
で
は
収
益
期
待
が

高
く
、
し
た
が
っ
て
融
資
金
利
も
上
昇
気

味
と
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
理
財
商
品
の

利
息
も
高
め
に
設
定
さ
れ
る
。
融
資
平
台

や
地
方
政
府
も
高
い
金
利
に
鈍
感
に
な

り
、
銀
行
も
金
利
上
昇
の
過
程
で
利
益
確

保
の
た
め
リ
ス
ク
志
向
が
強
く
な
る
。

　

金
融
当
局
か
ら
す
る
と
、
金
融
リ
ス
ク

を
抑
え
る
た
め
に
は
緊
縮
策
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
金
利
の
市
場
化
を
進
め
る
と
金

利
上
昇
が
加
速
し
“
銭
荒
”
が
悪
化
す
る

恐
れ
が
あ
る
が
、
他
方
で
積
極
的
に
流
動

性
供
給
に
動
く
と
金
融
リ
ス
ク
を
拡
大
さ

せ
て
し
ま
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。

　

国
務
院
（
日
本
の
内
閣
に
あ
た
る
）
は

昨
年
12
月
、「
１
０
７
号
文
」
と
呼
ば
れ
る

文
書
を
中
央・地
方
の
各
部
門
に
通
知
し
、

地
方
債
務
急
増
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
影

の
銀
行
抑
制
に
対
す
る
当
局
の
強
い
姿
勢

を
示
し
た
。
金
利
上
昇
は
、
中
国
金
融
当

局
に
対
し
、
改
革
を
通
じ
て
金
融
を
よ
り

正
常
な
形
に
し
、
真
に
金
融
が
実
体
経
済

に
貢
献
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
を
催
促
し
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
「
１
０
７
号
文
」
も
政
策

と
し
て
は
正
し
い
方
向
だ
が
、
こ
れ
が
実

施
さ
れ
て
く
る
と
、
当
面
タ
イ
ト
な
資
金

需
給
、
金
利
上
昇
圧
力
が
持
続
す
る
可
能

性
が
高
い
。
そ
れ
は
、
地
方
政
府
の
資
金

調
達
コ
ス
ト
の
上
昇
、
地
方
債
務
の
リ
ス

ク
増
大
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

地
方
こ
そ
改
革
の
カ
ギ

　

よ
り
中
期
的
・
構
造
的
観
点
か
ら
重
要

な
こ
と
は
、
地
方
債
務
問
題
が
、
中
国
経

済
の
構
造
転
換
の
鍵
を
握
る
現
象
の
一
つ

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

地
方
債
務
の
急
増
は
、
成
長
志
向
の
強

い
地
方
政
府
が
、
環
境
面
へ
の
配
慮
を
欠

い
た
ま
ま
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
、
無
計
画
に
都
市
化

を
進
め
て
き
た
結
果
で
も
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
08
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、
中
央
政
府
が
決
定
し

た
４
兆
元
の
大
型
景
気
対
策
の
大
半
が
、

地
方
政
府
が
行
う
大
規
模
再
開
発
事
業
や

産
業
誘
致
の
た
め
の
開
発
区
立
ち
上
げ
と

し
て
実
行
さ
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
原
則
地
方
債
の
発
行
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
歳
入
基
盤

の
弱
い
地
方
政
府
は
、
再
開
発
目
的
で
農

民
か
ら
土
地
を
収
用
し
、
開
発
業
者
に
転

売
、
土
地
価
格
が
上
が
る
ほ
ど
歳
入
が
増

え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
大
規
模
再
開
発
に
熱
心
で

あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

　

大
型
景
気
対
策
の
実
行
の
た
め
、
さ
ら

に
財
源
調
達
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
地
方
政

府
は
融
資
平
台
を
設
立
、
他
方
で
、
10
年

以
降
、
高
イ
ン
フ
レ
・
不
動
産
バ
ブ
ル
へ

の
対
応
で
金
融
が
引
き
締
め
ら
れ
る
中
で

融
資
平
台
に
影
の
銀
行
の
高
利
資
金
が
流

れ
込
み
、
地
方
債
務
が
積
み
上
が
っ
て
き

た
。

　

昨
年
の
三
中
全
会（
今
後
10
年
の
政
治・

経
済
・
社
会
の
方
向
を
決
め
る
中
国
共
産

党
の
重
要
会
議
）で
は「
全
面
深
化
改
革
」

の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ

い
て
、
金
融
や
環
境
保
全
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
改
革
を
深
め
、
よ
り
質
の
高
い
持

続
的
な
成
長
に
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
地
方
債
務
急
増
を

も
た
ら
し
た
地
方
政
府
・
官
僚
の
行
動
・

意
識
の
変
革
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
大
き

く
依
存
し
て
い
る
。

　

中
央
政
府
が
地
方
債
の
発
行
解
禁
や
影

の
銀
行
に
対
す
る
管
理
強
化
を
打
ち
出
す

ほ
か
、
多
く
の
地
方
政
府
が
１
月
中
旬
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
二
つ
の
重
要
な
会
議

（
地
方
全
人
代
と
政
治
協
商
会
議
）
で
、14

年
の
成
長
率
目
標
を
下
げ
る
動
き
を
強
め

る
な
ど
、
一
部
変
化
の
兆
し
は
見
ら
れ
始

め
て
い
る
。
直
接
的
に
は
13
年
に
各
々
の

成
長
率
目
標
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
要
因
が
大
き
い
が
、
中
央
で
「
役
人
の

成
績
評
価
基
準
は
成
長
率
だ
け
で
は
な

い
」
と
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
中
央
と
地
方
双
方
が
地
方
債

務
問
題
を
“
圧
力
”
と
し
て
、「
全
面
深
化

改
革
」
に
勢
い
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
ど
う
か
に
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
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図3　中国のマネーサプライとGDPの推移

（出所）中国人民銀行、国家統計局統計より作成
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